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お知らせ

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期
令和４年度　４災　第１７０号 
一級水系準用河川　川原越川　河川災害復旧工事 仁井田 ㈱藤田建設 3,773,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　４災　第１４６号 
一級水系普通河川　大谷口谷川　河川災害復旧工事 見付 ㈱武石建設 8,800,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　４災　第１４９号 
一級水系普通河川　宮ノ奥谷川　河川災害復旧工事 仕出原 ㈲谷脇興業 2,761,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　移住定住促進用中間管理住宅改修工事（１）
－黒石１ 黒石 中村建築工業 15,950,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　移住定住促進用中間管理住宅改修工事（１）
－黒石２ 黒石 中村建築工業 5,665,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　山村強靭化　第２号 
林道中村大正線　第一葛篭川橋橋梁修繕工事 大正 ㈲郷田組 12,001,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　４災　第２４６号 
一級水系普通河川　蛇ノ川谷川　河川災害復旧工事 打井川 ㈲西村建設 4,026,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　４災　第２４７号 
一級水系普通河川　打井川川　河川災害復旧工事 打井川 ㈲西村建設 3,300,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　４災　第２４８号 
町道　轟崎葛籠川線　道路災害復旧工事 大正 ㈲郷田組 10,296,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　公単災　第６１号 
芳川　公衆用道路　道路災害復旧工事 芳川 ㈱井原組 3,575,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　道メ補　第１－２－７号 
一の又橋２　橋梁修繕設計委託業務 井崎 ㈲高南技術

コンサルタント 4,235,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　道メ補　第１－２－８号 
古屋口橋　橋梁修繕設計委託業務 大道 ㈱第一コンサルタンツ 4,675,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　道メ補　第１－２－９号 
仁井田又口橋　橋梁修繕設計委託業務 大道 構営技術

コンサルタント㈱ 5,830,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　道メ補　第１－２－１０号 
番所谷橋　橋梁修繕設計委託業務 大道 ㈲高南技術

コンサルタント 6,050,000 1/19 1/26 ～ 3/31

令和４年度　入　札　結　果　（令和５年１月実施分）

※予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税および地方消費税込みの金額。
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投票区 投票所 当日有権者数 投票者数 
 男  女  合計  男  女  合計  投票率 

1 四万十町役場東庁舎  702  846  1,548 377 421 798 51.55 ％
2 四万十町社会福祉センター  431  489  920 235 259 494 53.70 ％
3 窪川小学校  566  693  1,259 325 378 703 55.84 ％
4 若井川小学校  95  98  193 70 67 137 70.98 ％
5 家地川消防詰所  73  91  164 52 57 109 66.46 ％
6 四万十町立西町民会館  168  169  337 121 113 234 69.44 ％
7 檜生原井細の郷里  35  33  68 27 31 58 85.29 ％
8 中神ノ川集会所  45  46  91 27 34 61 67.03 ％
9 口神ノ川公民館  148  161  309 93 96 189 61.17 ％
10 旧丸山小学校体育館  156  151  307 76 84 160 52.12 ％
11 東川角老人憩の家  111  130  241 76 80 156 64.73 ％
12 四万十町小野川集会所  135  150  285 85 83 168 58.95 ％
13 旧四万十農協松葉川支所  149  171  320 83 94 177 55.31 ％
14 米奥集会所  133  170  303 73 91 164 54.13 ％
15 下栗の木集会所  52  45  97 30 26 56 57.73 ％
16 四万十町仁井田町民会館  328  381  709 168 197 365 51.48 ％
17 四万十町影野町民会館  254  299  553 149 177 326 58.95 ％
18 土居集会所  136  158  294 70 100 170 57.82 ％
19 旧志和小学校体育館  82  101  183 66 80 146 79.78 ％
20 東又小学校  156  187  343 86 103 189 55.10 ％
21 四万十町東又地区基幹集落センター  249  277  526 151 159 310 58.94 ％
22 四万十町興津出張所  138  133  271 82 69 151 55.72 ％
23 興津浦分第２集会所  96  112  208 62 78 140 67.31 ％
24 四万十町興津町民館  87  95  182 29 35 64 35.16 ％
25 四万十町地域交流センターたのの  380  427  807 275 320 595 73.73 ％
26 つづら川集会所  18  22  40 13 15 28 70.00 ％
27 四万十町瀬里集会所  22  36  58 18 30 48 82.76 ％
28 口打井川集会所  40  36  76 29 29 58 76.32 ％
29 四万十町打井川地域づくりセンター  45  51  96 33 35 68 70.83 ％
30 上宮集会所  37  45  82 29 35 64 78.05 ％
31 弘瀬集会所  27  31  58 20 20 40 68.97 ％
32 四万十町大正北ノ川多目的集会所  85  71  156 63 60 123 78.85 ％
33 相去集会所  16  21  37 13 15 28 75.68 ％
34 芳川集会所  12  9  21 12 5 17 80.95 ％
35 四万十町江師生活改善センター  68  58  126 58 45 103 81.75 ％
36 大奈路小学校  98  103  201 81 79 160 79.60 ％
37 中津川集落活動センターこだま  25  29  54 21 21 42 77.78 ％
38 木屋ヶ内集会所  28  23  51 23 19 42 82.35 ％
39 下道集会所  10  10  20 9 6 15 75.00 ％
40 下津井公民館  26  33  59 23 22 45 76.27 ％
41 四万十町里川入会林総合利用センター  17  25  42 13 23 36 85.71 ％
42 四万十町十和東部地区交流センター  23  25  48 21 22 43 89.58 ％
43 四万十町昭和基幹集落センター  122  137  259 83 105 188 72.59 ％
44 野々川生活改善センター  22  18  40 13 12 25 62.50 ％
45 四万十町十和隣保館  133  137  270 97 99 196 72.59 ％
46 四万十町河内集会所  37  32  69 28 23 51 73.91 ％
47 四万十町十和体育館  49  42  91 41 31 72 79.12 ％
48 四万十町小野農業構造改善センター  72  75  147 52 53 105 71.43 ％
49 奥大道生活改善センター  52  52  104 40 39 79 75.96 ％
50 四万十町十和地域振興局  225  215  440 165 155 320 72.73 ％
51 戸川生活改善センター  55  50  105 41 37 78 74.29 ％
52 古城生活改善センター  63  63  126 48 43 91 72.22 ％
53 地吉生活改善センター  51  57  108 44 46 90 83.33 ％
54 広瀬集会所  48  43  91 37 27 64 70.33 ％
55 四万十町井﨑集会所  59  49  108 45 38 83 76.85 ％
56 津賀集会所  22  25  47 18 20 38 80.85 ％
57 轟林業共同館  25  27  52 20 23 43 82.69 ％

合計  6,537  7,263  13,800  4,139  4,464  8,603 62.34 ％

■ 町議選挙投票所別投票率

　1 月 29 日、任期満了に伴う四万十町議会議員選挙が町内 57 か所の投票所で一斉に行われました。
　16 人の定数に対し、17 人が立候補しました。投票率は前回を 5.94 ポイント下回る 62.34％となり、農村環境改善センター
で行われた即日開票の結果、16 人の新しい議員が決定しました。
　当選者の内訳は、現職 11 人、元職 1 人、新人 4 人で、党派別は日本共産党が２人、無所属が 14 人となっています。

◎当日有権者数・・・・・・・ 13,800 人
◎投票者数・ ・・・・・・・・・・・8,603 人
　 内　当日投票者数・・・・・6,404 人
　 　　期日前投票者数・ ・・2,154 人
　 　　不在者投票者数・ ・・・・ 45 人
◎有効投票数・・・・・・・・・・8,507 票
◎無効投票数・・・・・・・・・・・・ 96 票
◎不受理・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0 票
◎投票率・・・・・・・・・・・・・・ 62.34％

中野　正延（55）
無・新・①　731 票

志和

武田　秀義（65）
無・現・③　547 票

窪川

林　健三（72）
無・現・⑤　402 票

芳川

山本　大輔（45）
無・新・①　725 票

十川

味元　和義（71）
無・現・④　501 票

大正

堀本　伸一（72）
無・現・⑤　372 票

大井川

古谷　幹夫（69）
無・現・③　705 票

根元原

佐竹　将典（32）
無・新・①　484 票

床鍋

伴ノ内　珠喜（53）
共・新・①　355 票

興津

緒方　正綱（69）
無・現・⑤　642 票

香月が丘

橋本　章央（71）
無・現・④　480 票

広瀬

村井　眞菜（36）
無・現・②　317 票

大井川

下元　真之（53）
無・元・③　741 票

南川口

水間　淳一（76）
無・現・③　574 票

大正北ノ川

中屋　康（75）
無・現・⑤　431 票

大正

田邊　哲夫（72）
共・現・④　316 票

大正大奈路

氏　名（選挙時年齢）
政党等　得票数

地区

令和 5 年 1 月 29 日執行
四万十町議会議員選挙　投開票結果

（敬称略・○数字は合併後の当選回数）
（任期は、令和５年２月 11 日から４年間）

▲

次　184　中町博信（71）　無新
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健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談 4/5（水） 13:30 〜16:00 窪川地域子育て支援センター

健康福祉課((

22-3115
4 か月児・7か月児
健診 4/12（水） 対象者に個別通知 窪川地域子育て支援センター

3 歳 6か月児健診 3/22（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

母乳相談 4/13（木） 9:30 〜11:30 十和地域子育て支援センター 十和　町民生活課((

28-5112

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

健康診査・がん検診
内　容 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

胃がん、結核・肺がん、
大腸がん、
若者健診・特定健診・後
期高齢者健診

4/15（土） 8:00 〜10:30
（受付時間）

米奥小学校体育館
※結核・肺がんは巡回のため

９時 40 分までです。

健康福祉課((

22-3115

子育て通信
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Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

3/11（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

3/12（日） 宮脇水道 ((

22-1581

3/18（土） 高橋設備 ((

22-0662

3/19（日） 桑原水道 ((

22-1163

3/21（火） 横山水道設備 ((

22-3608

3/25（土） 岩本商店 ((

22-2716

3/26（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

4/1（土） 宮脇水道 ((

22-1581

4/2（日） 高橋設備 ((

22-0662

4/8（土） 桑原水道 ((

22-1163

4/9（日） 横山水道設備 ((

22-3608

3/12（日） くぼかわ病院 ((

22-1111

3/19（日） 大西病院 ((

22-1191

3/21（火）

くぼかわ病院 ((

22-1111
3/26（日）

4/2（日）

4/9（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

人権相談【十和】 4/4（火） 10:00～15:00 コミュニティセンターとおわ 十和　町民生活課((

28-5112

人権相談【大正】 4/13（木） 10:00～15:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正　町民生活課((

27-0112

１日行政相談【大正】 4/6（木） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正　地域振興局((

27-0111

１日行政相談【十和】 4/6（木） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和　地域振興局((

28-5111

1日行政相談【窪川】
4/11（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室 総務課((

22-3111
5/9（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

火

水

金

金 など

新型コロナワクチン接種について
　現在、四万十町では３月 31 日まで新型コロナワクチン接種を実施しています。４月以降の状況が不
透明なため、接種券をお持ちの方は３月末までの接種をご検討ください。

医療機関名 年齢 ワクチンの種類 接種回数
石川ヘルスクリニック 18 歳以上 オミクロン株２価ワクチン 追加接種（3・4・5 回目）

ファミリークリニック四万十 12 歳以上 オミクロン株２価ワクチン 追加接種（3・4・5 回目）
大正診療所 12 歳以上 オミクロン株２価ワクチン 追加接種（3・4・5 回目）
十和診療所 18 歳以上 オミクロン株２価ワクチン 追加接種（3・4・5 回目）
大西病院 12 歳以上 従来ワクチン（ファイザー） 初回接種（1・2 回目）
大西病院 ５歳～ 11 歳以下 小児用ファイザー 初回・追加接種（1・2・3 回目）
大西病院 1 歳～ 4 歳以下 乳幼児用ファイザー 初回接種（1・2・3 回目）

※ オミクロン株対応ワクチンは１人１回接種となっています。（国の今後の動向により変動があります。）
※ ６か月～１歳未満の方は四万十町では接種できませんので、健康福祉課までお問い合わせください。

［お問い合わせ先］　健康福祉課　 ((22-3115

接種会場別新型コロナワクチン種類表 個別接種（月∼金曜日※祝日を除く）
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Information

子ども医療費助成の対象を
拡大します‼

令和６年４⽉１⽇から相続登記
の申請が義務化されます！

お知らせ

お知らせ

　現在、本町では、15 歳に達する日の年度末までの子
どもを対象に、通院や入院時の医療費に係る自己負担額
を助成していますが、子育て支援の更なる充実のため、
令和５年４月１日からその対象年齢を 18 歳に拡大する
などの制度改正を行います。
　このため新たに対象となる町内の 15 歳から 18 歳ま
での子ども、または修学のため町外に転出している子ど
ものご家庭には、２月３日付で申請書を送付しています。
申請書が届いたご家庭は、申請書にご記入のうえ、必要
書類とともに提出先まで郵送またはご持参ください。
　なお、修学のため転出している子どものご家庭で申請
書が届いていない場合は個別にお問い合わせください。

▼申請期限　３月 20 日（月）
申請期限後も受付いたしますが、受給者証の交付には
一定期間を要しますので、お早目のお手続きをお願いし
ます。

▼申請に必要な物
●申請書
●子どもの健康保険証の写し
　（四万十町の国保の方は不要です。）
●学生証の写しまたは在学証明書（修学のため転出し

ている方のみ。）
■提出・お問い合わせ先　

町民課　

((

22-3117
大正　町民生活課　

((

27-0112
十和　町民生活課　

((

28-5112

　相続（遺⾔も含みます。）によって不動産を取得した
相続⼈は、相続により不動産を取得したことを知った⽇
から３年以内に相続登記の申請をしなければならないこ
ととされました。令和６年４⽉１⽇よりも前の相続も対
象です。
→正当な理由なく義務に違反した場合、10 万円以下の
過料が科されることがあります。

詳しくは　あなたと家族をつなぐ相続登記

　　　　　　　　　　またはこちらから→

■お問い合わせ先（⾳声ガイダンス２）　
⾼知地⽅法務局登記部⾨ 

((

088-822-3331
⾹美⽀局　

((

0887-52-3049
安芸⽀局　

((

0887-35-2272
須崎⽀局　

((

0889-42-0374
四万⼗⽀局　

((

0880-34-1600

募  集

募  集

令和５年度四万十町商工業振興
助成事業　募集のお知らせ

四万十町環境審議会委員の募集

　四万十町では、商工業の育成などを図ることを目的
に、町内で空き店舗などを活用して起業される方、既
存事業者の方で新たに宣伝活動や販路拡大に取り組ま
れる方などを応援する助成を行っています。助成事業
の活用を希望される方は、にぎわい創出課のホームペー
ジをご確認いただくか、下記にお問い合わせの上、申
請をお願いします。

▼募集期間
令和５年度に実施する事業については、３月１日（水）
から申請を受け付けします。
※審査会にて採否を審査し、後日結果をご連絡します。

■お問い合わせ先
にぎわい創出課　

((

22-3281

　四万十町環境審議会は、本町の環境の保全および創
造に関する施策の基本となる事項および重要事項や環
境基本計画などについて調査審議する機関です。
　そこで、町では、四万十町環境審議会において四万十
町の環境をより良いものにするために真剣に考え、取
組を行っている熱意ある方の参加を求めるため委員の
一部を公募します。

▼内容　環境審議会への出席、計画などについて審議

▼応募資格　下記条件に全てあてはまる方
●平日に年間２回程度開催される審議会に出席でき

る方
●四万十町内に住民登録のある満 18 歳以上の方

▼募集人員　３名以内

▼任期　令和５年４月１日～令和７年３月３１日まで

▼応募締切　３月２７日（月）　17：00 必着

▼応募の方法
　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、役場環境水
道課環境係へ提出（持参、郵送、ファックス、E メール
可）してください。
　なお、ご提出いただいた書類はお返しいたしません
ので、予めご了承ください。
※応募用紙は、町のホームページよりダウンロード

してください。

▼選考方法　原則書類選考とします。
　※選考結果は応募者全員に通知します。
■応募先・お問い合わせ先
　環境水道課　

((

22-3119 ／ FAX22-5040
　〒 786-8501　四万十町琴平町 16 番 17 号

Information

一部負担金の減免制度について
　四万十町国保では、特別な事由により、医療機関など
で支払う一部負担金の支払いが一時的に困難になった場
合に、一部負担金の減免または徴収猶予できる制度があ
ります。
　制度の利用を希望する方、または詳細を知りたい方は
下記までお問い合わせください。
■お問い合わせ先　町民課　

((

22-3117

国民健康保険被保険者証について
　令和４年度の保険証（茶色）の有効期限は、『令和５
年７月末』となっております。
　８月以降の保険証は、令和５年７月下旬に郵送します
ので、現在お持ちの保険証は破棄しないようご注意くだ
さい。

国保からのお知らせ

所得の目安

　学生納付特例制度により、令和４年度に保険料納付を猶予されている方で、令和５年度も
引き続き在学予定の方へ、４月初めにハガキ形式の学生納付特例申請書が届きます。
●同一の学校に在学されている方
このハガキに必要事項を記入して返送いただくことで、令和５年度の申請ができます。（この場合、在
学証明書または学生証の写しは不要です。）
●令和５年度は学生納付特例制度を使用せず、保険料の納付をご希望の方
納付書を作成して送付します。お手数ですが、お近くの年金事務所までお問い合わせください。

学生納付特例の期間は年金額に反
映されません。将来受け取る年金額
を増額するためにも、後から納付（追
納）することをお勧めします。
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Event Event

▼

イベント

▼

イベント

森のピアノ〜 2023 春〜

四万十リバーフェスタ

　森のピアノが再開します。自然の中で演奏をお楽しみ
ください。

▼開催期間　４月１日（土）〜５月 28 日（日）

▼設　置　土・日・祝の晴天時 10:00 〜 16:00

▼開催場所　四万十緑林公園　
■お問い合わせ先　窪川四万十会館　

((

22-4777

　地産の屋台出店や体験ブースが並びます。例年通りラ
フティング体験とカヤック体験も行われます。（完全予
約制）

▼開催日時　4 月 23 日（日）　10:00 〜 15:00

▼開催場所　川遊び公園 ふるさと交流センター　
■お問い合わせ先　四万十町観光協会　

((

29-6004

▼

イベント あぐり窪川開業２４周年創業祭

　地産の食材を使った屋台、その他催し物も企画してお
ります。

▼開催日時　4 月 16 日（日）　10:00 〜 15:00

▼開催場所　道の駅あぐり窪川　
■お問い合わせ先　道の駅あぐり窪川　

((

22-8848

▼

イベント 奥四万十トレイルレース 2023
in 松葉川

　松葉川地域を舞台とし
た美しい森林地帯や沈下
橋を駆け抜ける奥四万十
トレイルレース。
　今年は初の７月開催で、
新コースとなるショート
コースも新設しました！
　たくさんのご応募お待
ちしております。

▼種目
●ロングコース ( 距離 :36km）
●ショートコース ( 距離 :23km)
●キッズコース ( 距離 :２.６km)
●親子ペアコース ( 距離 :２.６km)

▼開催日　７月９日（日）

▼エントリー期間　６月 11 日 ( 日 ) まで

▼開催場所　ホテル松葉川温泉（スタート、ゴール地点）
■お問い合わせ先
　NPO 法人くぼかわスポーツクラブ　

((

24-1177

▼

イベント 四万十街道ひなまつり2023

　今年も各エリアで展示や催し物が行われます。高知県
内各地域の開催期間は異なります。必ずご確認ください。

高知県津野町・梼原町・中土佐町・四万十町・四万十市

▼開催期間　２月 11 日（土）～４月２日（日）
愛媛県松野町 松丸・目黒

▼開催期間　２月 17 日（金）～４月２日（日）
愛媛県鬼北町下鍵山

▼開催期間　３月 18 日（土）～４月９日（日）
愛媛県鬼北町近永

▼開催期間　３月５日（日）～４月２日（日）

▼開催場所
　高知県津野町・梼原町・中土佐町・四万十町・四万十市
　愛媛県鬼北町・松野町　
■お問い合わせ先　
　（一社）四万十町観光協会 

((

29-6004

生 労 働 大 臣 表 彰 を 受 賞
地 域 の 安 全 や 福 祉 の 向 上 に 貢 献厚

　民生委員・児童委員功労者として小野川 益基さん、
ボランティア功労団体としてボランティアグループ「支
えの会」が厚生労働大臣表彰を受賞され、２月２日、
町長室において伝達式を行いました。
　小野川さんは十和地区の民生委員として長年活動さ
れ、高齢者などの安否確認や見守りなどを通して、地
域の相談役として活動されております。
　ボランティアグループ「支えの会」は、十和地区に
おいて長年にわたりボランティア活動を行い、地域の
福祉の向上を目的とし様々な行事に参加し活動をされ
ています。

▼

イベント

▼

イベント

子どもに絵本や読書の橋を架ける連続講座　
「絵本を手話で ーみんなで楽しく学ぼうー」

収蔵作品展　～四万十町ゆかりの
画家が描く海外風景～

　手話に気軽に触れられる基本学習です。
　手話による絵本の読み聞かせも体験できます。

▼日　時　3 月 18 日（土）10：00 ～ 12：00

▼会　場　四万十町役場東庁舎 1 階　多目的大ホール
　　　　　（四万十町琴平町 16 番 17 号）　

▼講　師　秋田知恵子氏　（手話通訳者）

▼対　象　四万十町内の高校生以上　定員 10 名

▼参加費　無料 / 事前申し込みが必要です
■申込・お問い合わせ先　
　四万十町立図書館　本館　

((

22-5000
　　　　　　　　大正分館　

((

27-1193
※コロナ感染対策により中止になることもあります。あ

らかじめご了承ください。

　四万十町立美術館が収蔵する作品の中から海外の風景
を描いた作品を約 20 点展示します。海外の風景画を見
て世界の旅への想像を巡らせてみませんか？

▼開催期間　3 月 18 日（土）～ 4 月 13 日（木）

▼会　場　四万十町立美術館

▼入館料　一般 200 円（高校生以下無料）
「身体障害者手帳（１級・２級）、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳、長寿手帳に類するもの（運転免許証や
保険証など）を提示する 65 歳以上の方は無料。

▼開館時間　10：00 ～ 17：30
日曜日は 16：30 まで　最終日は 16：00 までの開館

▼休館日　月曜日・祝日
■お問い合わせ先：四万十町立美術館　

((

22-5000

▼

イベント アカネサス ワンマンライブ
in 四万十町

▼開催日　３月 19 日（日）

▼時　間　開演 14:00（開場 13:30）

▼入場料　一般 1,000 円 中高生 500 円
　※小学生以下無料

▼開催場所　窪川四万十会館ホール
■お問い合わせ先　窪川四万十会館　

((

22-4777

小野川 益基 さん ボランティアグループ
「支えの会」
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Topics & Report

5 3 回 四 国 地 区 ス ポ ー ツ
推 進 委 員 研 修 会 開 催
四万十町スポーツ推進委員が四国地区表彰！

権 の 花 を 配 付 し ま し た
き れ い な 花 を 咲 か せ て ね！

第

人

　１月 21、22 日に愛媛県松山市総合コミュニティセ
ンターにて「第 53 回四国地区スポーツ推進委員研修会」
が開催されました。研修会では四国地区スポーツ推進
委員協議会会長表彰式があり、四万十町からはスポー
ツ推進委員の竹内浩子さんが受賞されました。

　人権の花運動は、人権啓発運動の一環として実施し
ており、子どもたちが花を協力して育てることで命の
尊さを実感し、その中で豊かな心を育み、優しさや思
いやりの心を体得することを目的としています。
　本年度は、窪川高等学校生徒の皆さんが種から育て
たパンジーを１月下旬に四万十町内保育所などへ配付
し、花のお世話を園児の皆さんに引継ぎました。

万 十 町 少 年 補 導 センタ ー
１ 月 の 育 成 事 業
人形劇団「ひとみ座」が人形劇を開催

四
　四万十町少年補導センター第４回育成事業として、
１月 16 日に「不思議駄菓子屋　銭天堂　人形劇」（人
形劇団「ひとみ座」）を開催しました。今回は四万十会
館で町内全小学生を対象に、午前午後各１回の公演を
行いました。
　「銭天堂」は今、子どもたちに人気の児童文学でアニ
メ化もされています。不思議な駄菓子屋の紅子さんが
不思議な駄菓子で子どもの願いを叶えてくれますが、
なかなかすんなりとはいきません。失敗したり予想外
のことが起こったりします。
　今回の人形劇は、「音読が上手くなるジュース」、「釣
りたい焼き」、「捕まらないパンと捕まえるパン」のお
話でした。休憩をはさんで一時間の公演でしたが、子
どもたちは本当に楽しそうに見入っていました。本格
的な人形劇の公演を目の前で見るのは、多くの子ども
たちにとって初めての体験だったと思います。きっと
心に残る一日となったことでしょう。
　今回の参加者は町内全小学生と教職員合わせて約
750 名でした。コロナ渦の中で大人数の実施となりま
したが、大きなトラブルもなく、楽しい時間を過ごす
ことができました。
　四万十町少年補導センターの育成事業は工作や調理、
文化的体験を通して子どもの健やかな心の成長を目的
とするものです。本年度は４回（夏の工作教室、こんにゃ
く作り、オリジナル時計作り、人形劇）実施しました。
来年度も４～５回
の育成事業を開催
す る 予 定 で す の
で、小中高生の参
加をお待ちしてい
ます。

・
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高知大学地域協働学部 地域生活特別講義実習生

　
四
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、
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年
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し
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組
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ま
す
。
そ
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一
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し
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、

去
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間
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オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
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で
「
大
正
中
津
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今
昔
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真
展
」
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さ
れ
ま
し
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大
正

中
津
川
（
以
下
中
津
川
）
の
住
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し
て
、

地
域
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人
・
生
活
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撮
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続
け
、
昭
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年

に
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た
び
写
真
展
」
と
い
う
企
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で
、

地
元
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川
の
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の
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た
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さ
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撮
り
に
な
っ
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際
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当
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「
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た
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写
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」
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様
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写
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川
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か
」
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模
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義
深
い
写
真
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た
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こ
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画
を
主
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し
た
高
知
大
学
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協
働

学
部 

地
域
生
活
特
別
講
義
実
習
生
の
4
人
を

2
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
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ま
ず
は
2
年
生
の
樋
口
萌
香
さ
ん
。
兵
庫

県
洲
本
市
の
ご
出
身
で
す
。
洲
本
市
と
い
え

ば
淡
路
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
、
決
し
て

都
会
と
は
言
え
な
い
地
方
の
町
で
す
。
樋
口

さ
ん
は
島
内
に
あ
る
兵
庫
県
立
淡
路
高
校
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卒
業
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ま
し
た
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こ
の
高
校
は
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と
同
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に
調
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師
免
許
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取
得
で
き
る
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ー
ス
が
あ

る
の
だ
そ
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ま
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た
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周
り
の
人
た
ち
が
「
洲
本
に
は
何
に
も
な
い
」

と
自
嘲
気
味
に
話
す
た
び
に
「
良
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と
こ
ろ

や
な
ぁ
と
思
っ
て
暮
ら
す
ほ
う
が
幸
せ
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
洲
本
の
昔
な
が
ら
の
も
の
を
残
し

て
い
き
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
高

校
3
年
生
か
ら
、
と
あ
る
地
域
お
こ
し
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
樋
口
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
の
進

路
を
模
索
す
る
中
で
、
当
大
学
の
地
域
協
働

学
部
の
存
在
を
知
り
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

地
域
生
活
特
別
講
義
を
選
択
し
た
の
は
「
と

に
か
く
面
白
そ
う
。
自
由
な
感
じ
も
魅
力
的

で
し
た
」
と
の
こ
と
。

　

中
津
川
を
何
度
も
訪
れ
、
学
習
す
る
中
で

「
こ
こ
で
本
当
の
〈
集
落
〉
と
い
う
も
の
を

見
た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
山
に
囲
ま
れ

た
地
形
ゆ
え
の
隔
絶
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
、

そ
ん
な
村
の
あ
り
よ
う
通
り
の
人
々
の
様
子

か
ら
感
じ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

卒
業
後
は
洲
本
に
帰
っ
て
、
中
津
川
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
高
校
時
代
に
学
ん
だ
調
理
の
知
識
と

技
術
も
合
わ
せ
て
、
郷
土
料
理
の
復
活
と
伝

承
に
も
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
も
考
え
て
い

ま
す
。「
地
元
愛
研
究
家
」
の
樋
口
さ
ん
は
ふ

る
さ
と
洲
本
に
ど
ん
な
お
土
産
を
持
ち
帰
る

の
か
。
と
て
も
楽
し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

さ
て
、
田
村
敢
さ
ん
も
2
年
生
。
小
学
1

年
生
か
ら
岐
阜
県
多
治
見
市
で
育
ち
ま
し
た
。

実
は
田
村
さ
ん
は
、
既
に
こ
の
実
習
期
間
を

終
え
て
い
て「
自
主
参
加
」な
の
だ
と
か
。「
あ

ま
り
に
も
興
味
深
く
て
、
中
津
川
か
ら
離
れ

ら
れ
な
い
ん
で
す
」
と
言
っ
て
笑
う
田
村
さ

ん
は
、
田
辺
哲
郎
さ
ん
が
撮
ら
れ
た
写
真
の

デ
ー
タ
化
な
ど
も
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
ぢ
か
た
び
写
真
展
」の
魅
力
に
つ
い
て「
地

区
の
人
た
ち
が
、
本
当
に
地
下
足
袋
の
ま
ま

観
に
来
て
い
る
ん
で
す
。
み
ん
な
仕
事
着
の

ま
ま
で
す
。
背
伸
び
を
せ
ず
に
生
き
て
い
る

人
々
の
、
瞬
間
瞬
間
の
切
り
取
り
で
あ
る
写

真
の
数
々
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、
そ
し
て
、

観
に
来
る
人
も
背
伸
び
を
し
て
い
な
く
て
キ

ラ
キ
ラ
し
て
い
る
ん
で
す
。」
と
語
る
田
村
さ

ん
も
ま
た
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
す
。

　

田
村
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、
中
津

川
の
魅
力
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
き
ま
す
。

と
同
時
に
、
全
国
の
過
疎
の
集
落
が
抱
え
る

現
実
も
直
視
し
て
い
て
、
そ
の
問
題
に
ど
の

よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
中
津
川
の
集
落
が

見
せ
る
行
動
力
や
、
楽
し
も
う
と
す
る
力
。

ほ
ど
よ
い
脱
力
感
と
シ
ン
プ
ル
さ
。「
古
く

か
ら
の
慣
習
や
、
生
き
方
に
沿
い
な
が
ら
も
、

も
し
か
し
た
ら
す
ご
く
新
し
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。」
そ
し
て
「
他
の
過
疎
集
落
に
も
こ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
く
と
良
い
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
田
村
さ
ん
。

　

在
学
中
は
自
主
参
加
を
続
け
た
い
と
希
望

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
「
卒
業

後
も
、ど
こ
か
で
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
そ
ん
な

田
村
さ
ん
が
打
ち
明
け
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
お
そ
ら
く
普
通
の
会
社
員
を
や
っ

て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

（
笑
）」
ど
う
し
て
で
す
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
あ
ま
り
に
も
良
い
こ
と
に
出
会
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
！！
」と
返
っ
て
き
ま
し
た
。
な
ん
と
い

う
中
津
川
愛
！！

　
樋
口
さ
ん
、
田
村
さ
ん
た
ち
は
、
小
さ
な
小

さ
な
集
落
「
大
正
中
津
川
」
か
ら
、
大
き
な

大
き
な
力
を
授
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲昭和 51 年の「ぢかたび写
真 展」 は、 当 時 の 新 聞で
も大きく取り上げられた。

樋
ひ ぐ ち

口  萌
も え か

香 さん 田
た む ら

村  敢
か ん

さん

今
月
の

大
正
中
津
川
の
人
々
の
あ
り
よ
う
を
通
し
て

「
集
落
」
と
は
何
か
に
迫
る
①
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回
、
里
川
地
区
へ
の
道
の
り
で
「
大

正
か
ら
旧
十
和
村
へ
。
田
野
々
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
次
は
浦
越
ト
ン
ネ
ル
が
待

つ
。
こ
の
浦
越
ト
ン
ネ
ル
に
入
ら
ず
に
左
側

の
旧
道
へ
。
し
ば
ら
く
行
く
と
浦
越
の
集
落

が
現
れ
、
四
万
十
川
を
渡
る
抜
水
橋
が
あ
る
」

と
書
い
た
。
里
川
へ
の
抜
水
橋
を
渡
る
手
前

の
、
地
区
の
中
心
と
な
る
集
落
と
、
渡
っ
た

と
こ
ろ
を
右
に
行
っ
た
、
予
土
線
の
線
路
付

近
の
集
落
を
合
わ
せ
て
浦
越
地
区
と
な
る
。

　

平
成
3
年
に
浦
越
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る

ま
で
は
、
集
落
を
走
る
旧
道
が
国
道
で
あ
っ

た
。

　
「
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
た
の
が
、
十
和
村
の
中

で
は
最
後
の
方
や
っ
た
。
こ
ん
な
狭
い
道
を

た
く
さ
ん
の
車
が
行
き
交
い
よ
っ
た
ね
ぇ
。

大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
な
ん
か
は
、
行
き
違
う
の

に
苦
労
し
よ
っ
た
」
と
、
地
区
の
方
。
ト
ン

ネ
ル
が
で
き
る
3
年
前
の
平
成
元
年
、
浦
越

小
学
校
が
閉
校
と
な
っ
た
。
里
川
の
回
で
も

書
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
伴
い
、
昭
和
小
・

中
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
た
。

　

四
万
十
川
流
域
の
多
く
の
地
区
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
浦
越
も
、
農
業
用
水
、

生
活
用
水
に
ま
つ
わ
る
地
区
の
人
々
の
苦
労

を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
戦
前
ま
で
は
、
こ

の
地
区
で
の
米
作
は
、
湧
き
水
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
10
ａ
あ
っ
た
か
ど
う
か
」
だ
そ
う
だ
。
生
活

用
水
も
、
湧
水
や
井
戸
の
あ
る
と
こ
ろ
に
わ

ざ
わ
ざ
汲
み
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
浦
越
集
落
の
裏
手
の
小
高
い
山
を

ク
ネ
ク
ネ
と
登
っ
て
い
く
と
広
々
と
し
た
田

畑
が
広
が
っ
て
い
る
。
水
に
苦
労
し
た
地
区

の
、
し
か
も
山
の
上
に
で
あ
る
。
こ
の
広

大
な
田
畑
を
潤
す
水
は
ど
こ
か
ら
来
て
い

る
の
か
？
そ
の
水
は
、
お
よ
そ
１
．３
ｋ
ｍ

北
、
浦
越
ト
ン
ネ
ル
西
側
出
入
り
口
の
上
方

の
谷
水
が
引
か
れ
て
い
る
。
山
の
尾
根
づ
た

い
の
水
路
を
通
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
水
路
は

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
完
成
し
た
。
重

機
な
ど
な
い
時
代
で
あ
る
。
す
べ
て
人
力
の

手
作
業
で
あ
っ
た
。
初
め
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

も
な
く
、
土
を
掘
っ
た
だ
け
の
水
路
で
あ
っ

た
た
め
、
時
々
補
修
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。

50
年
ほ
ど
前
に
、
よ
う
や
く
半
分
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
半
分
を

パ
イ
プ
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
で
は
全

て
が
パ
イ
プ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
水
路
を
通
じ
て
流
れ
て
く
る
水
は
、

山
上
の
圃
場
を
潤
し
た
後
、
人
々
の
生
活
用

水
と
し
て
使
わ
れ
た
。
当
時
の
人
々
は
「
せ

め
て
、上
で
は
牛
を
洗
う
な
よ
」
と
よ
く
言
っ

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
水
路
を

流
れ
て
く
る
水
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
地
区
の
方
に
よ
る
と

「
こ
の
辺
り
の
山
は
赤
土
で
、
田
ん
ぼ
の
水
持

ち
が
良
い
の
で
賄
え
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
パ
イ
プ
に
な
る
前
の
水
路

の
補
修
も
、
赤
土
を
掘
っ
て
粘
土
代
わ
り
に

し
た
と
い
う
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

山
上
の
圃
場
脇
に
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
人

物
の
偉
業
を
記
し
た
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
区
の
産
土
神
は
河
内
神
社

な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
神
社
の
鳥
居
の
横
に
、

田
野
々
の
回
な
ど
で
ご
紹
介
し
た
の
と
同
じ

「
耳
神
様
」
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。「
昔
の
子

ど
も
た
ち
は
川
で
良
く
遊
ん
だ
か
ら
か
、
中

耳
炎
に
な
る
子
が
多
か
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い

か
ね
〜
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

前

水路完成の記念碑。古くなった碑の隣に、近年、同
じ文言の碑が建てられた。
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十川

R56

窪川

（１月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,523 -23 男 1 27 11 8
女 8,187 -29 女 1 21 13 22
計 15,710 -52 計 2 48 24 30
世帯数 8,120 -20 （１月中の届出）

窪川地域  11,164人　大正地域  2,179人　十和地域  2,367人

町のうごき


